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高校生の学校適応を支える要因の検討（２）

Ⅰ　問題と目的
Ұ報における，高校生の学校適応を支える要因の検討

（１）（堀田・石津，2017）Ⱥɂ，高校生の学校適応を支

える要因について，

１）ް஽Ҥ高校とп日Ҥ高校において，社会的スキル

得点，対人恐怖॑性得点，学校適応感得点，体験の回避

と認知的フʯージョン得点にࢃがあるか

２）学校内外Ⱥの生活状況として，「学校内Ⱥሥ഍的

にᚐう活動の఍ི」，「学校外Ⱥሥ഍的にᚐう活動の఍

ི」，ް஽Ҥ高校のみ「߿әጽ験の఍ི」「学校にᚐけな

かȶた஽ఙの఍ི」「఼߬ࠕఖ（఼߬の目ൈとȰこɋ向

けたӓ力の఍ི）」を尋ɀ，ȰɟȱɟのᏰにおいて，社

会的スキル得点，対人恐怖॑性得点，学校適応感得点，

体験の回避と認知的フʯージョン得点に学校ࢃがあるか

という 2つの視点から検討をᚐȶたǿ

１）においてɂ，社会的スキル得点と対人恐怖॑性得

点にɂ学校別の得点にࢃが᛻らɟ，п日Ҥ高校の方が，

社会的スキル得点が高く，対人恐怖॑性がͲい傾向が᛻

らɟたが，体験の回避と認知的フʯージョン得点，学校

適応感得点にɂ఍意ࢃが᛻らɟなかȶたǿɑた，２）に

おいてɂ，生活状況においてȰɟらの得点に఍意ࢃが᛻

らɟ，特に「学校Ⱥሥ഍的にᚐう活動の఍ི」が社会的

スキル得点ɗ対人恐怖॑性得点に影響を˫えること，「学

校にᚐけなかȶた஽ఙの఍ི」が社会的スキル得点ɗ対

人恐怖॑性得点，体験の回避と認知的フʯージョン得点

に影響を˫えていることがᇉȨɟたǿ

このɛうにҰ報Ⱥɂ，ް஽Ҥ高校に着目し，п日Ҥ高

校との比較をᚐうことにɛȶて，ް஽Ҥ高校に通う子Ζ

の特ौとȰの支援のありറについて，「体験の回避」と

いうകॡに着目しながら検討をᚐȶたが，報֖の۹Ȩと

ʤージୣのҤ᪅もあり，いくつかの۰ୣ間の関連性につ

いて報֖をᚐうことがȺきなかȶたǿɑた，高校生を対

象とした体験の回避と ÷åìì âåéîç に関する研究ɂ，国

内においてᖞሥȨɟておらȭ，ް஽Ҥ高校とп日Ҥ高校

に通う生徒を対象とした社会的スキルの高Ȩが対人˪ާ

ɑたɂ体験の回避と認知的フʯージョンにどのɛうに関

連するのかを明らかにすることȺ得らɟる知᛻ɂ᥾要に

なると९ɢɟるǿ

堀井・小川 ¨1997© ɂ，対人恐怖ɂขして一部のდ者

のץᭉȺɂなく，᫿ࢠにᡵ近な᫺ࢳ一ᓐのץᭉとして考

えるにϏするとᣖべ，「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿ

に໎けᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」「目ي

が෥になるভみ」「自分をፋҤȺきないভみ」「生きてい

ることにつかɟているভみ」のᴳつの˩ͱ尺度から成る

対人恐怖॑性尺度を開発したǿこのうȴ，「自分をፋҤ

Ⱥきないভみ」「生きることに჈ɟているভみ」ɂ対人

恐怖のდ状Ⱥɂないが，დ者の自ࢄɋの˪α感ɗ感情的

基調を表すとしているǿ対人意識ɋのとらɢɟの中Ⱥ生

ȫる，自ࢄに対するքް的なץᭉ意識と，დ状ɋのとら

ɢɟにɛȶて現実の社会生活がٌᫍになり̝ඒ的に᝗発

ȨɟるভみとȨɟるǿ

ቼ 3 世代のᚐ動ჵศȺある ÁÃÔ（アクʅプタンス・

ɽミットʫント・ʅラʞー）Ⱥɂ，ȧくௐ通の人間がᚐ

きᝇɑり，ፀ果的にੱうつდ状など॑ᡵのץᭉをひきᠭ

こす，もしくɂȰɟらを፟持する要因に「認知的フʯー

ジョン」と「体験の回避」をあȥているǿ人間のᔍভɂ，

あるҨ༜ɗҋ఼̜に対してঌ意的にある考え（認知）と

ፀびつけ関連づけるとこɠにץᭉがあり，Ȱこにভみが

生ɑɟるとみるǿȰɟを自分に関連͇け，ᝆጪし，自ࢄ

ᅶᅀに᪎り，ัฝにɂɑȶてしɑうǿこɟらが「認知的

フʯージョン」Ⱥあり，こɟらから੺けҋし，ᜓ๡し

たいとᣟ避ൡҤがЄくのが「体験の回避」Ⱥある（ٛ

田 ¬2010）ǿすなɢȴ，「（対人）恐怖」というʗɶʐィ
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ブな感情にとらɢɟて現実の社会生活がٌᫍになるとい

う状態ɂ，ÁÃÔ がᣖべる「॑理的᫿౬ᢅ性」の視点か

ら考えることが可能になると৊ްȺきるǿ認知的フʯー

ジョンと体験の回避がጸみ合ɢȨると，「കॡとしての

ᤈՍɗఝ఼にɛる支ᥓᴬߵない自ࢄ知識」「ΙϏの明ᆬ

Ȩのඑܩ，ΙϏとの૚᜔のඑܩ」「ൡ能しないᚐ動（఍

効Ⱥないᚐ動）」「Ȋകॡとしての自ࢄȋに対するとらɢɟ」

のᴳつのგ理的なɽア・プロʅスにᄾ̠的な影響を˫え

うるǿ

こɟɑȺᖞሥȨɟてきたÁÃÔにおけるგ理的なɽア・

プロʅスに関する研究ɂ，体験の回避が ÷åìì âåéîç に

どのɛうな影響を˫えうるのかを検討したものが۹いǿ

たとえɃ，アʫリɵの۾学生を対象にした研究Ⱥɂ，体

験の回避が˪ާの۾きȨとੱうつდ状の関Ρに影響する

というʬʑルがᇉȨɟている ¨Ôõìì ¦ Çòáôú¬ 2008©ǿɑ

た，ࡀ۾・石津 ¨2015© も体験の回避が学生のི෥力に

影響することをᇉしているǿȰこȺɂ，自分がݲな෥持

ȴになることを恐ɟ，Ȱうならないɛうに自分のɛうに

自分のʗɶʐィブな෥持ȴが自分の中に生ᠭすることを

避けɛうとすると，かえȶてૌഈにҋる෥がしなかȶた

り，ૌഈのᝥᭉを૬ҋしなかȶたりという෥力のͲ˩ɗ，

場੔がないと感ȫるሌ度を高ɔることがࠊ学Ⱥ自分の۾

明らかになȶているǿ

日本の中学生を対象にᚐȶた研究Ⱥɂ，体験の回避が

ভみをᠭこし，Ȱɟから生ȫたストレスՕ応と学校スト

レッサーが，ऻの「体験の回避」にも影響するというম

ैၥがᇉדȨɟている ¨Ióèéúõ åô áì®¬ 2013©ǿ学校場面ɂ

子Ζにとȶて，ݲম的なҨ༜にҋ会う場੔Ⱥある͏上，

пての子Ζが，ͷらかのढȺʗɶʐィブなストレッサー

にҋ会うことになるǿしかし，ʗɶʐィブな体験を回避

しɛうとして，Ȩらにɂ自分の中にݲな感情ɗ記ਝが生

ȫることを回避しɛうとすɟɃ，റȁな場面Ⱥ得らɟる

ጽ験ɗȰこȺ習得Ȩɟるറȁな社会的スキルをᡵに着け

るൡ会ȰのものをນߵȨȮてしɑう可能性もあるǿȰし

て，社会的スキルのນߵɂറȁな対人的なץᭉを生ȫȨ

Ȯる可能性も指ଊȨɟるǿ社会的スキルに関連し，΍え

Ƀ，藤Ձ・ธ村 ¨2015© ɂՓ人関Ρの᥾要性を指ଊし，日ȁ

の学校生活においてͅ者から੪認Ȩɟるൡ会もᚱΞ害感

を感ȫるൡ会もߵなく，᫿社会的な傾向をᇉしている生

徒が中ᣩᣝ学してしɑう可能性が高いことを指ଊしてい

るǿȨらに，గ᥾・小ೢ（2001）にɛɟɃ，˪ᄊ校の生

徒の特ौとして，自分から新たな対人関Ρを作り，፟持

していくことがᫍしくなると，ͅ者と຅くかかɢるൡ会

がߵなくなるたɔ，ᪿيに適応するのに॒要なスキルを

学習するൡ会がいȶȰうߵなくなȶてしɑうとしたǿͷ

らかのढȺ，ʗɶʐィブなストレッサーから自らに生ȫ

ることになるあるሗのʗɶʐィブな感ᜁをҤॅしたり回

避したりしɛうとする体験の回避が，学校場面ɗ対人場

面からのᫌᑱɋの࢑෰にፀびつくと，Ȱɟɂスキルの学

習にも影響を˫えている可能性が考えらɟるǿ

ȰこȺ，本研究Ⱥɂ，学校生活スキルと対人恐怖॑性，

体験の回避，学校適応感の間にどのɛうな関連があるの

かを検討することをቼ一の目的とするǿ本研究における

͑ᝢɂ͏˩の通りȺあるǿ

対人˪ާの社会的スキルඑܩᝢにɛɟɃ，学校生活ス

キルが高いと対人˪ާを感ȫることがߵないということ

になるたɔ，学校生活スキルɂ対人恐怖॑性に២の影響

を˫えるǿȰして，スキルが高いことȺ学校に適応しɗ

すくなると考えらɟ，学校適応感にɂ正の影響を˫えるǿ

体験の回避についてɂ，Çòåãï¬ Ìáíâåòô ¦ Âáåò （2008）

の研究Ⱥɂ，˪ާに関する尺度とɂ正のᄾ関，社会的ス

キルにɂ២のᄾ関をᇉしたことから，体験の回避ɂ対人

恐怖॑性に正の影響，社会的スキルにɂ២の影響がある

ことを৊ްしているǿただし，社会的スキルのͲȨəえ

に，റȁな体験を回避しɛうとする可能性も考えらɟるǿ

ȰこȺ，体験の回避と社会的スキルの関連性についてɂ，

体験の回避から社会的スキルに影響するʬʑルと，Ȱɟ

らが共۰関Ρにあるʬʑルを作成し，Ȱのʬʑルの適合

とから，ɛり適合するʬʑルを検討することとするǿ

続いてቼ̝の目的として，こɟɑȺ得らɟた研究の知

᛻と本研究の知᛻をፋ合することȺ，高校生の学校適応

ないし，॑理社会的適応を支援するたɔの૬᜘を，学校

॑理学の視点からᚐうǿ

Ⅱ　方法
１．調査協力者　
堀田・石津 ¨2017）とպറの中部地方のп日Ҥ Á高校

とް஽Ҥ Â 高校の 1 生からࢳ 3 生ࢳ 589 名のʑータを

分析の対象としたǿࢳ٫ࢲᳮɂ1¶®90ද，ൈໄϡࢃɂ1®05

Ⱥあȶたǿ

２．手続き　
質ץጤɂઆ͖にɛȶて一୭にᥓࢎȨɟ，Ȱの場Ⱥ回Ֆ

したǿϕ理的ᥓਁとして，フɱイスシートに調査ɋの回

ኌɂऐҤȺɂないこと，内߁ɗρ人情報ɂ保護Ȩɟるこ

と，回ኌɂすべてʑータ化Ȩɟ分析Ȩɟること，回ኌ内

ɂ研究者͏外の人が᛻ることɂขしてない̜，Ȱɟə߁

え成᎝等にɂ一Ғ関Ρがない̜をすべて明記したǿɑた

上記の内߁についてɂあらたɔて，実ஃ஽にઆ͖にɛȶ

て口ᭀȺもᝢ明をᚐȶてもらȶたǿ

３．調査内容
１）学校生活スキル 

᭫田・石᪝・山口 ¨2009© にɛる学校生活スキル尺度（高

校生版）から，「ɽミʯʕケーションスキル」「ᪿي活動

スキル」に関する 17 ᬱ目をႊいたǿ

２）対人恐怖॑性

堀井 ¨2002）にɛȶて作成Ȩɟた対人恐怖॑性尺度か

ら，「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿيに໎けᣅɔない

ভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」「目が෥になるভみ」 

の 20 ᬱ目をႊいたǿ
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高校生の学校適応を支える要因の検討（２）

ᴰ）体験の回避

Ióèéúõ¬ Sèéíïäá ¦ Ïèôóõëé ¨2014© にɛȶてՁᕻ者の

ᜬ可を得て作成Ȩɟた日本語版 Áöïéäáîãå áîä Æõóéïî 

Ñõåóôéïîîáéòå ¨ÁÆÑ­Ù©  を Έ ႊ し たǿ こ の 尺 度 ɂ

Çòåãï¬ Ìáíâåòô¬ ¦ Âáåò ¨2008© にɛȶて作成Ȩɟた尺

度の日本語版Ⱥあり，日本語版もՁᕻ版とպറにαᭅ性

とܵछ性がᆬ認Ȩɟている尺度Ⱥあるǿᬱ目にɂ，「ᇹ

ɂ自分の෥持ȴが怖い」ɗ「ݲな෥持ȴになȶた஽，ᇹ

ɂいつものɛうにՓᤎと૚することがȺきない」などの

ᬱ目からഫ成Ȩɟるǿ

ᴱ）学校適応感 

ఙ適応感尺ࢳ保（2005）にɛȶて作成Ȩɟた，᫺̄۾

度をႊいたǿこの尺度ɂ，「॑ࠊ地のᓦȨの感ᜁ」「ᝥᭉ・

目的のސ在」「ᚱαᭅ・ՙ߁感」「Ӑ等感のིȨ」の 4つ

の因子からഫ成Ȩɟる尺度Ⱥあり，中学生から۾学生ɑ

Ⱥを対象とした尺度としてഫ成Ȩɟているǿɑた，高校

生を対象としても，Ԛ分なαᭅ性とܵछ性がᆬ認Ȩɟて

いるǿ

Ⅲ　結果
１．相関分析
յ۰ୣのᄾ関を検討するたɔに，Ðåáòóïî のᄾ関分析

をᚐȶたǿп体のፀ果をÔáâìå 1 にᇉすǿここȺɂᄾ関

がò½®30 ͏上のᬱ目についてᣖべるǿなお，学校別にも

ᄾ関Ρୣをአҋしているが，ᄾ関Ρୣに学校別のࢃɂɎ

とɦど᛻छたらなかȶたたɔ，͏˩の分析においてɂް

஽Ҥ高校もп日Ҥ高校も合ɢȮたʑータをႊいて分析を

ᚐȶたǿ

学校生活スキル尺度のうȴᪿي活動スキルɂ，ɽミʯ

ʕケーションスキルと学校適応感尺度「ᝥᭉ・目的のސ

在」との間に఍意な正のᄾ関があȶた（ò½®45¬ ò½®33¬ い

ȭɟもð¼®01）ǿɽミʯʕケーションスキルɂᪿي活動

スキルと学校適応感尺度「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥᭉ・目的

のސ在」「ᚱαᭅ・̔ 感」と఍意な正のᄾ関があり（Ȱ߁

ɟȱɟò½®45¬ ò½®¶1¬ ò½®48¬ ò½®50¬ いȭɟもð¼®01），対

人恐怖॑性尺度「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」「社会的場

面Ⱥछ঺するভみ」「目が෥になるভみ」，体験の回避と

఍意な២のᄾ関があȶた（Ȱɟȱɟò½ᴪ ®¶4¬ ò½ ᴪ ®58¬ 

ò½ ᴪ ®52¬ ò½ ᴪ ®30¬ いȭɟもð¼®01）ǿ

対人恐怖॑性尺度「自分ɗͅ人が෥になるভみ」ɂ

社会的場面Ⱥछ঺するভ」「に໎けᣅɔないভみيᪿ」

み」「目が෥になるভみ」と体験の回避に఍意な正のᄾ

関があり（Ȱɟȱɟò½®53¬ ò½®52¬ ò½®4¶¬ ò½47¬ いȭɟも

ð¼®01），学校適応感尺度「Ӑ等感のིȨ」と఍意な២の

ᄾ関があȶた（ò½ ᴪ ®47¬ ð¼®01）「ᪿيに໎けᣅɔない

ভみ」ɂ「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「社会的場面Ⱥ

छ঺するভみ」「目が෥になるভみ」，体験の回避と఍意

な正のᄾ関があり（Ȱɟȱɟò½®53¬ ò½®79¬ ò½®72¬ ò½37¬ 

いȭɟもð¼®01），学校適応感尺度「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥ

ᭉ・目的のސ在」「ᚱαᭅ感・ՙ߁感」「Ӑ等感のིȨ」

学校生活スキルのɽミʯʕケーションスキルと఍意な២

のᄾ関があȶた（Ȱɟȱɟò½ᴪ ®¶5¬ ò½ ᴪ ®39¬ ò½ ᴪ ®45¬ 

ò½ ᴪ ®43¬ ò½ ᴪ ®¶4¬　いȭɟもð¼®01）ǿ「社会的場面Ⱥ

छ঺するভみ」ɂ「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿي

に໎けᣅɔないভみ」「目が෥になるভみ」，体験の回避

と正のᄾ関があり（Ȱɟȱɟò½®52¬ ò½®79¬ ò½®75¬ ò½®30¬

いȭɟも ð¼®01），学校適応感尺度「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥ

ᭉ・目的のސ在」「ᚱαᭅ・ՙ߁感」「Ӑ等感のིȨ」及

び学校生活スキルのɽミʯʕケーションスキルと២のᄾ

関があȶた（Ȱɟȱɟò½ ᴪ ®45¬ ò½ ᴪ ®30¬ ò½ ᴪ ®30 ò½

ᴪ 3¶¬ ò½ ᴪ ®35¬ ò½ ᴪ ®58 いȭɟもð¼®01©ǿ「目が෥にな

1 2 3 4 5 ¶ 7 8 9 10 11

ᴹ学校生活スキルᴻ

1 活動スキルيᪿ 1®00

2 ɽミʯʕケーションスキル ®45 ªª 1®00

ᴹ対人恐怖॑性ᴻ

3 自分ɗͅ人が෥になるভみ ­®05 ­®28 ªª 1®00

4 に໎けᣅɔないভみيᪿ ­®17 ªª ­®¶4 ªª ®53 ªª 1®00

5 社会的場面Ⱥछ঺するভみ ­®12 ªª ­®58 ªª ®52 ªª ®79 ªª 1®00

¶ 目が෥になるভみ ­®19 ªª ­®52 ªª ®4¶ ªª ®72 ªª ®75 ªª 1®00

ᴹ ÁÆÑᴻ

7 ÁÆÑ ­®22 ªª ­®30 ªª ®47 ªª ®37 ªª ®30 ªª ®35 ªª 1®00

ᴹ学校適応感ᴻ

8 地のɛȨ॑ࠊ ®29 ªª ®¶1 ªª ­®25 ªª ­®¶5 ªª ­®45 ªª ­®4¶ ªª ­®30 ªª 1®00

9 ᝥᭉ・目的のސ在 ®33 ªª ®48 ªª ­®13 ªª ­®39 ªª ­®30 ªª ­®3¶ ªª ­®25 ªª ®70 ªª 1®00

10 ᚱαᭅ・ՙ߁感 ®23 ªª ®50 ªª ­®20 ªª ­®45 ªª ­®3¶ ªª ­®33 ªª ­®2¶ ªª ®¶4 ªª ®57 ªª 1®00

11 Ӑ等感のིȨ ®1¶ ªª ®29 ªª ­®47 ªª ­®43 ªª ­®35 ªª ­®38 ªª ­®45 ªª ®30 ªª ®22 ªª ®27 ªª 1®00

ªª ð  ¼ ®01

Table1  各変数間の相関係数
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るভみ」ɂ「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿيに໎け

ᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」，体験の回

避と఍意な正のᄾ関（ò½®4¶¬ ò½®72¬ ò½®75¬ ò½®35¬ いȭɟ

もð¼®01©，学校適応感尺度「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥᭉ・目

的のސ在」「ᚱαᭅ・ՙ߁感」「Ӑ等感のིȨ」及びɽ

ミʯʕケーションスキルと఍意な២のᄾ関（Ȱɟȱɟ

ò½ᴪ ®4¶¬ ò½ ᴪ ®3¶¬ ò½ ᴪ ®33¬ ò½ ᴪ 38¬ ò½ ᴪ ®52¬ いȭɟ

もð¼®01）があȶたǿ

体験の回避ɂ，対人恐怖॑性尺度の「自分ɗͅ人が෥

になるভみ」「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」「社会的場面

Ⱥछ঺するভみ」「目が෥になるভみ」と఍意な正のᄾ

関があり（Ȱɟȱɟò½®47¬ ò½®37¬ ò½®30 ò½®35 いȭɟも

ð¼®01©，学校生活スキルのɽミʯʕケーションスキル，

学校適応感尺度の「॑ࠊ地のᓦȨ」「Ӑ等感のིȨ」と

఍意な២のᄾ関が᛻らɟた（Ȱɟȱɟò½ᴪ ®30¬ ò½ᴪ ®30¬ 

ò½ ᴪ ®4¶¬ いȭɟもð¼®01©

学校適応感尺度の中Ⱥ「॑ࠊ地のᓦȨ」ɂ学校生活ス

キルのɽミʯʕケーションスキル，「ᝥᭉ・目的のސ在」

「ᚱαᭅ感・ՙ߁感」「Ӑ等感のིȨ」と఍意な正のᄾ

関があり（Ȱɟȱɟò½®¶1¬ ò½70¬ ò½¶4¬ ò½®30¬ いȭɟも

ð¼®01©，対人恐怖॑性尺度の「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」

「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」「目が෥になるভみ」及び

体験の回避と఍意な២のᄾ関が᛻らɟた（Ȱɟȱɟò½

ᴪ ®¶5¬ ò½ᴪ ®45¬ ò½ᴪ ®4¶¬ ò½ᴪ ®30¬いȭɟもð¼®01©ǿ「ᝥ

ᭉ・目的のސ在」ɂ学校生活スキルのᪿي活動スキル・

ɽミʯʕケーションスキル，学校適応感尺度の「॑ࠊ地

のᓦȨ」「ᚱαᭅ・̔ 感」と఍意な正のᄾ関があり（Ȱ߁

ɟȱɟò½®33¬ ò½®48¬ ò½®70¬ ò½®57¬ いȭɟもð¼®01©「ᪿ

に໎けᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」「目ي

が෥になるভみ」と఍意な២のᄾ関が᛻らɟた（Ȱɟȱ

ɟò½ ᴪ ®39¬ ò½ ᴪ ®30¬ ò½ ᴪ ®3¶¬ いȭɟもð¼®01©ǿ「ᚱ

αᭅ感・ՙ߁感」ɂ学校生活スキルのɽミʯʕケーショ

ンスキル，学校適応感尺度の「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥᭉ・

目的のސ在」と఍意な正のᄾ関が᛻らɟた（Ȱɟȱɟ

ò½®50¬ ò½®¶4¬ ò½®57¬ いȭɟもð¼®01©ǿɑた，対人恐怖॑

性尺度の「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ

঺するভみ」「目が෥になるভみ」と఍意な២のᄾ関が

あȶた（Ȱɟȱɟò½ ᴪ ®45¬ ò½ ᴪ ®3¶¬ ò½ ᴪ ®33¬ いȭɟ

もð¼®01©ǿ「Ӑ等感のིȨ」ɂ対人恐怖॑性尺度の「自

分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」「社

会的場面Ⱥछ঺するভみ」「目が෥になるভみ」，体験の

回避と఍意な២のᄾ関が᛻らɟた（Ȱɟȱɟò½ ᴪ ®47¬ 

ò½ ᴪ ®43¬ ò½ ᴪ ®35¬ ò½ ᴪ 38¬ ò½ ᴪ ®45¬ いȭɟもð¼®01©ǿ

２．共分散構造分析
学校生活スキル，体験の回避がどのɛうに対人恐怖॑

性，学校適応感に影響を˫えるかについて検ᜳをᚐうた

ɔ，共分ୠഫᣲ分析をᚐȶたǿここȺも，ᄾ関分析とպ

റに，学校別にʬʑルの検討をᚐȶたが，ʬʑルのഫ成

ɂް஽Ҥもп日ҤもպറȺあȶたたɔ，ここȺも͏˩の

分析Ⱥɂ，ް஽Ҥとп日Ҥを分けȭにᚐȶているǿ

分析Ⱥɂ，ɑȭ体験の回避がᪿي活動スキル・ɽミʯ

ʕケーションスキル，対人恐怖॑性，学校適応感に影響

を˫えるとするʬʑル１と，体験の回避とᪿي活動スキ

ル・ɽミʯʕケーションスキルにᄾ関関Ρがあり，対人

恐怖॑性と学校適応感に影響を˫えるとするʬʑル２と

いう２つのʬʑルをᜫްし，Ȱɟȱɟの適合度を検討し

た（Æéçõòå 1¬ Æéçõòå2）ǿ

AFQ ᑐேᜍᛧᚰᛶ

⮬ศࡸ௚ேࡀẼࡿ࡞࡟ᝎࡳ

ά⏕ᰯᏛࢫᅋ㞟ࣝ࢟࡟࡜ࡅࡇࡵ࡞࠸ᝎࡳ

άᅋ㞟ືࢫ࢟ࣝ♫ᝨᙜ࡛㠃ሙⓗ఍ࡍࡿᝎࡳ

ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࢫ࢟ࣝ┠ࡀẼ࡟࡞ࡿᝎࡳ

Ꮫᰯ㐺ᛂឤ

ᒃᚰᆅࡉࡼࡢ

ㄢ㢟࣭┠ⓗࡢᏑᅾ

⿕ಙ㢗ឤ࣭ཷᐜឤ

ຎ➼ឤࡉ↓ࡢ

ª 実፷ɂ正のʛスǾ点፷ɂ២のʛスを表す

Figure 1  モデル１
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高校生の学校適応を支える要因の検討（２）

ʬʑル１の適合度ɂ，Ĵ2¨12©½2¶®33¬ ð½®10，ʬʑル

適合度指ൈ（ÇÆI© のϏɂ ®99¬ 修正適合度指ൈ（ÁÇÆI）

のϏɂ ®95¬ ÃÆI のϏɂ ®10，Òïïô Íåáî Sñõáòå Åòòïò 

ïæ Áððòïøéíáôéïî（ÒÍSÅÁ）のϏɂ ®05，ÁIÃ のϏɂ

134®33 Ⱥあȶたǿʬʑル２Ⱥɂ，Ĵ2¨14©½35®73 ð½®001，

ʬʑル適合度指ൈ（ÇÆI）のϏɂ ®99¬  修正適合度指

ൈ（ÁÇÆI）のϏɂ ®95¬ ÃÆI のϏɂ ®99，Òïïô Íåáî 

Sñõáòå Åòòïò ïæ Áððòïøéíáôéïî（ÒÍSÅÁ）のϏɂ ®05，

ÁIÃ のϏɂ 139®73 Ⱥあȶたǿ適合度を比較したፀ果，

ʬʑル１のʑータの適合度がᄾ対的に高いとҜ୽Ȩɟ，

Ȱȴらのፀ果を૗ႊした ¨Ôáâìå2©ǿ

૗ႊȨɟたʬʑル１¨Ôáâìå3© において，体験の回避

ɂ学校生活スキルのᪿي生活スキルに២の影響（Ġ ½

ᴪ ®23¬ ð¼®001）を，ɽミʯʕケーションスキルに対し

ても២の影響（Ġ ½ ᴪ ®31¬ ð¼®001）をᇉしたǿɑた，

対人恐怖॑性の「自分ɗͅ人が෥になるভみ」（Ġ ½®44¬ 

ð¼®001），「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」（Ġ ½®21¬ ð¼®001），

「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」（Ġ ½®15¬ ð¼®001），「目が

AFQ ᑐேᜍᛧᚰᛶ

⮬ศࡸ௚ேࡀẼࡿ࡞࡟ᝎࡳ

ά⏕ᰯᏛࢫᅋ㞟ࣝ࢟࡟࡜ࡅࡇࡵ࡞࠸ᝎࡳ

άᅋ㞟ືࢫ࢟ࣝ♫ᝨᙜ࡛㠃ሙⓗ఍ࡍࡿᝎࡳ

ࢥ࣑ࣗࢽࢣ࣮ࢩࣙࣥࢫ࢟ࣝ┠ࡀẼ࡟࡞ࡿᝎࡳ

Ꮫᰯ㐺ᛂឤ

ᒃᚰᆅࡉࡼࡢ

ㄢ㢟࣭┠ⓗࡢᏑᅾ

⿕ಙ㢗ឤ ཷᐜឤ࣭

ຎ➼ឤࡉ↓ࡢ

ª 実፷ɂ正のʛスǾ点፷ɂ២のʛスを表す

Figure 2  モデル２

Table3 　モデル１の共分散構造分析におけるパラメータ推定値（標準化係数）

Table 2  モデル１，２の適合指標

ʬʑル１ ʬʑル２

ÇÆI ®99 ®99

ÁÇÆI ®95 ®95

ÃÆI ®10 ®99

ÒÍSÅÁ ®05 ®05

ÁIÃ 134®33 139®73

ÂIÃ 13¶®77 142®08

ɵイ̝̋ 2¶®33 35®73

自ႏ度 12 14

活動يᪿ

スキル

ɽミʯʕ

ケーショ

ンスキル

自分ɗͅ

人が෥に

なるভみ

に໎يᪿ

けᣅɔな

いভみ

社会的場

面Ⱥछ঺

するভみ

目が෥に

なるভみ

地の॑ࠊ

ɛȨ

ᝥᭉ・目

的のސ在

ᚱαᭅ・

ՙ߁感

Ӑ等感の

ིȨ

ÁÆÑ ­®23ªªª ­®31ªªª ®44ªªª ®21ªªª ®15ªªª ®21ªªª ­®13ªªª ­®11ªª ­®14ªªª ­®39ªªª

活動スキルيᪿ ®13ªª  ®14ªªª ®15ªªª ®13ªªª

ɽミʯʕケーションスキル ­®19ªªª ­®¶4ªªª ­®59ªªª ­®4¶ªªª ®59ªªª ®39ªªª ®4¶ªªª ®18ªªª

ªªªð¼®01 ªªð¼®01  
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෥になるভみ」に対しても正の影響（Ġ ½®21¬ ð¼®001）

をᇉしたǿ学校適応感の「॑ࠊ地のɛȨ」に対してɂ២

の影響（Ġ ½ᴪ ®13¬ ð¼®001）をᇉしたǿպറに，「ᝥᭉ・

目的のސ在」（Ġ ½ᴪ ®11¬ ð¼®001），「ᚱαᭅ・̔ 感」（Ġ߁

½ ᴪ ®14¬ ð¼®001），「Ӑ等感のིȨ」にも២の影響（Ġ ½

ᴪ ®39¬ ð¼®001）をᇉしたǿ

活動スキルɂ，対人恐怖॑性の「自分ɗͅ人が෥يᪿ

になるভみ」（Ġ ½®13¬ ð¼®001©，「ᪿيに໎けᣅɔないভ

み」，（Ġ ½®14¬　ð¼®001），社会的場面Ⱥछ঺するভみ」

にȰɟȱɟ正の影響（Ġ ½®14¬ ð¼®001）をᇉしたǿ

ɽミʯʕケーションスキルɂ，対人恐怖॑性の「自分

ɗͅ人が෥になるভみ」に対して២の影響（Ġ ½ ᴪ ®19¬ 

ð¼®001）をᇉしたǿɑた，「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」

（Ġ ½ ᴪ ®¶4¬ ð¼®001），「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」（Ġ

½ ᴪ ®59¬ ð¼®001），「目が෥になるভみ」（Ġ ½ ᴪ ®4¶¬ 

ð¼®001）に២の影響を，学校適応感の「॑ࠊ地のɛȨ」（Ġ

½®59¬ ð¼®001），「ᝥᭉ・目的のސ在」（Ġ ½®39¬ ð¼®001），「ᚱ

αᭅ・ՙ߁感（Ġ ½®4¶¬ ð¼®001），「Ӑ等感のིȨ」に正

の影響（Ġ ½®4¶¬ ð¼®001）をᇉしたǿ

Ⅳ　考察
１．尺度間の関連性について
堀田・石津（2017）においてɂ，学校生活スキルɗ学

校適応感，体験の回避といȶた本研究Ⱥも੥ȶた۰ୣに

ɂ，п日Ҥ高校とް஽Ҥ高校Ⱥ得点ࢃがあȶたǿしかし，

ᄾ関分析ɗ回࢜分析のፀ果Ⱥɂ，学校間Ⱥࢃɂなく，п

日Ҥ高校に通う子ΖȺあȶても，ް஽Ҥに通う子ΖȺ

あȶても，۰ୣ間の関連性ɂպ質ȺあることがᇉȨɟたǿ

このことɂ，たとえ体験の回避の得点について，٫ࢲ的

にɂп日Ҥ高校とް஽Ҥ高校Ⱥࢃがあるとしても，Ȱɟ

らとͅの۰ୣとの関連についてのࢃがないことをᇉして

いるǿȰɟəえ，スキルɗ体験の回避といȶた，ᚐ動上

の介оターɼットになりうる指ൈɋのアプローʋにɂ，

˵校の生徒に質的なᤏいなくᚐえることをᇉדしている

可能性があるǿすなɢȴ，п日Ҥの生徒Ⱥあȶてもް஽

Ҥの生徒Ⱥあȶても，॑ᡵのϧ康に関する介оɂ，պറ

にᚐうことがȺきるものと૜察Ⱥきるǿ

ᄾ関分析のፀ果から，学校生活スキル（ᪿي活動スキ

ル・ɽミʯʕケーションスキル）と学校適応感のᄾ関，

体験の回避と対人恐怖॑性のᄾ関がᇉȨɟたǿɑた，ᪿ

活動スキルとɽミʯʕケーションスキルにɂ఍意な正ي

のᄾ関があり，ᄾ̠に高ɔあう関Ρがあると考えらɟるǿ

自分の感情を適Ғに表現し，Ȱの場の᫑ٍ෥に合ɢȮて

ᚐ動することがȺきるスキルȺあるɽミʯʕケーション

スキルを高ɔることと，学校のルールɗᪿي活動のルー

ルに合ɢȮて自分の感情ɗᚗ動をፋҤするたɔのスキル

Ⱥあるᪿي活動スキルとが関連すると考えらɟるǿ

ɽミʯʕケーションスキルɂ，学校適応感の˩ͱ尺度

Ⱥある「॑ࠊ地のᓦȨ」「ᝥᭉ・目的のސ在」「ᚱαᭅ・

ՙ߁感」と఍意な正のᄾ関が᛻らɟる一方，対人恐怖॑

性「ᪿيに໎けᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺する

ভみ」「目が෥になるভみ」，体験の回避と఍意な២のᄾ

関がᇉȨɟたǿɽミʯʕケーションがうɑくいȶている

と，学校生活に॑ࠊ地のɛȨを感ȫ，目的意識をもȶて

ᤈȧすことがȺきるǿȰして，学校内Ⱥ発᜘したりͷか

ᚐ動をᠭこしたりすることも自ུにȺき，ͅ人の目を෥

にすることもߵなく，ʗɶʐィブ感情にとらɢɟること

も比較的ߵないと९ɢɟるǿ

ɑた，ɽミʯʕケーションスキルɋの˪ާɂ，「ᪿي

に໎けᣅɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」，体

験の回避とも関連することがᇉȨɟたǿ˧田村・൐田

（200¶）ɂ，対人恐怖॑性をऐく持つρ人が，対人場面

Ⱥの自ͅのとらɢɟを持つのȺあɟɃ，Ȱうしたρ人に

とȶて，自らの感情をጨᄽに表現することɗͅ者ɋのΗ

ᭅ，理˪ࠅな要෰のઑքなどのアサーʐィブᚐ動をᤁᚐ

することɂٌᫍȺあるとᣖべているǿ体験の回避の得点

が高いということɂ，自分のʗɶʐィブな感情にとらɢ

ɟ，Ȱの感情をՙけоɟらɟȭ回避したり，Ȱɟらをな

くȰうとしたりするᚐ動をとる傾向が高いことを意֞す

るǿȰして，Ȱɟにنɢɟてしɑうことが，アサーʐィ

ブなᚐའɗ自分の෥持ȴɗ意᛻の表現をࢱຒしてしɑう

のだと考えらɟるǿ

体験の回避ɂ対人恐怖॑性と఍意なᄾ関をᇉし，Ȱの

中Ⱥも「自分ɗͅ人が෥になるভみ」に中ሌ度の正のᄾ

関がみらɟたǿこのことɂ，体験の回避がऐいと，「自

分ɗͅ人が෥になるভみ」にとらɢɟる可能性がᇉדȨ

ɟるǿ

共分ୠഫᣲ分析ፀ果においても，体験の回避から対人

恐怖॑性のすべてのᬱ目に対して正のʛスが᛻らɟたǿ

このことから，自分の९考にとらɢɟることȺ対人˪ާ

意識をかえȶてऐく੿えてしɑうことが᜘えるǿ特に，

体験の回避から「自分ɗͅ人が෥になるভみ」ɋのʛス

がĠ ½®44 とͅのᬱ目に比較して高く，ᄾ関分析のፀ果

をӏ֞すると，体験の回避ɂ「自分ɗͅ人が෥になるভ

み」に関Ρが຅いことがᇉȨɟたǿ「自分の෥持ȴが自

分をʊʫにしている」「ݲな෥持ȴのときɂ，۾Ғなこ

とȺもするのをɗɔてしɑう」ことが，「自分がᄾਖ਼に

いɗな感ȫを˫えてしɑう」という९いᣅみをऐくȨȮ

るということをᇉしているǿ

ɑた，体験の回避からᪿي活動スキルとɽミʯʕケー

ションスキル，学校適応感のすべてのᬱ目に២のʛスが

᛻らɟたǿこのことɂ，ఖɑない९考を૑᪍しɛうとす

ることȺ，適応感ɗスキルをૺなうことがある可能性を

ᇉדしているǿ΍えɃ，ݲなことを᜘ɢɟるかもしɟな

いという˪ާが自分の中に生ȫることを恐ɟ，ᄊ校して

も教޷にоɠうとしない状況がある場合，「ݲなことを

᜘ɢɟる˪ާ」を感ȫないたɔに「教޷にоらない」と

いうᚐ動ɂ，оらなかȶたことȺ得らɟる一஽的なާ॑

感を高ɔるǿしかし，Ȱɟɂፀ果的に本人の満足感ɗၥ
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ȨȮてしɑߵから得らɟる正のフィードʚックをນہ

うǿ内的な体験をგ的Ⱥ，ᔍმȺᚐ動をҤ᪅するものと

સえると，本छに۾Ғなものに՘りかかるҰに，Ȱɟ

らを࿁づけなくてɂいけないと感ȫてしɑう（Ïòóéììï¬ 

Òïåíåò¬ Ìåòîåò ¦ Ôõìì¬ 2004¬ ණ藤・͜藤・బ๕ᄶᜭ ¬ 

2005）ǿȰのፀ果，学校に॑ࠊ地のᓦȨɗ学校ɋ通うこ

とɋの目的意識を感ȫらɟȭ，Ӑ等感ɂ۾きくなり，人

とのɽミʯʕケーションɗルールをަることにも自αが

持てなくなるという២の連ᨎが現ɟていくと૜察Ȩɟ

るǿ

一方Ⱥ，ᄾ関分析とɂᣡの傾向として，ᪿي活動ス

キルから「自分ɗͅ人が෥になるভみ」「ᪿيに໎けᣅ

ɔないভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」に正のʛス

が得らɟたǿᪿي活動スキルɂ学校のルールɗᪿي活動

のルールに合ɢȮて自分の感情ɗᚗ動をፋҤするたɔの

スキルȺあり，Ȱɟが高いということɂ，ᪿيのことを

考え，自分の感情ɗᚗ動をੱえることがȺきるというこ

とȺあるǿ一方Ⱥ，自分の感情ɗᚗ動をੱえ，ᄾਖ਼の状

況を考えることをТаすると，かえȶてᄾਖ਼ɂ自分のこ

とをどう考えているのか，ᪿيに自分ɂうɑく合ȶてい

るのかを॑ᥓし，ᝈし合いなどの発᜘にٌᫍを感ȫるこ

とにつながȶているというፀ果が得らɟたといえるǿ対

人恐怖॑性ɂ，ᄾਖ਼の෥持ȴをа՘りし，自分から᣹ɦ

Ⱥᚐ動するɛりもᄾਖ਼に合ɢȮてᚐ動する傾向とɛり関

連していると考えらɟるǿ対人恐怖॑性が高い人ɂ，ͅ

者の意向を॒要͏上に՘りоɟɛうとしていることが

ある（ᦂ子・本ڌ・高村 ¬ 2003）という指ଊもあるɛう

に，ͅ者の意向を՘りоɟるスキルȺあるᪿي活動スキ

ルが，対人関Ρのভみにつながȶていく可能性が本研究

からもᇉȨɟたといえるだɠうǿただし，ᪿي活動スキ

ルと対人恐怖とのᄾ関Ρୣɂ，回࢜分析のፀ果とɂᣡ

の，ॊऍながら២の関連をᇉしていたǿこのたɔ，こɟ

らの関連性についてɂ̾ऻも検討のͺ地があると考えら

ɟるǿ

一方Ⱥ，このᪿي活動スキルɂ学校適応感「ᝥᭉ・目

的のސ在」にɂ正の影響を˫えていたǿᪿيの中Ⱥルー

ルにिい，自分をੱえることがȺきるスキルɂ，学校生

活に目的意識をもȶてᣞるたɔに॒要なスキルȺあると

考えらɟるǿ

ɽミʯʕケーションスキルから対人恐怖॑性のすべて

のᬱ目に២のʛスが得らɟ，中Ⱥも「ᪿيに໎けᣅɔな

いভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」とも関連が高い

ことがᇉȨɟたǿこのことɂ，社会的スキルのఊ۾の関

連要因ɂ対人恐怖॑性Ⱥあり，特に「ᪿيに໎けᣅɔな

いভみ」「社会的場面Ⱥछ঺するভみ」「自分をፋҤȺき

ないভみ」との関連がऐかȶたとする，఍賀・ᦣజ・۹

賀（2011）の研究ፀ果にภうものȺあȶたǿ「自分をፋ

ҤȺきないভみ」ɂ体験の回避に᭒ͬしたভみȺあり，

体験の回避もɑた，ɽミʯʕケーションスキルと២のᄾ

関が᛻らɟたǿこɟらのፀ果をӨಘすると，人とのかか

ɢりの中Ⱥ˪ާɗݲな෥持ȴになることを回避すること

Ⱥ，かえȶて人とのかかɢりに自αを܅うことをᇉדし

ていると考えらɟるǿȰして，ɽミʯʕケーションスキ

ルɂ学校適応感のすべてのᬱ目に正の影響を˫えていた

ことから，生徒が学校適応感を感ȫるにɂ，ɽミʯʕケー

ションスキルが᥾要なमҾを果たすことがᇉȨɟたǿ

２．高校生の学校適応と心理社会的適応の促進に向けて
本研究Ⱥɂスキルを「ɽミʯʕケーション」と「ᪿي

活動」という 2 つのϫ面からລްしたǿɽミʯʕケー

ションが 2 人͏上のᪿيとの̬ํに関するスキルȺある

͏上，Ȱɟらに正の関連が᛻らɟたことɂ自ུȺあると

९ɢɟるǿɑた，Ȱɟらɂ実᪨に，学校適応感にどȴら

も生の影響を及ぼしていたǿ一方，対人恐怖に関して

ɂ，ɽミʯʕケーションスキルが២の影響をᇉしたのに

対し，ᪿي活動スキルɂ正の影響を˫えていることがᇉ

Ȩɟているǿ上ᣖしたɛうに，ᦂ子・本ڌ・高村 ¨2003© 

ɂ，ᄾਖ਼の෥持ȴをа՘りしながら自分の感情ɗ情動を

ੱえることと対人恐怖॑性とが関連することを指ଊして

いるǿ本研究における「自分ɗͅ人が෥になるভみ」ɂ，

ͅ者からのքް的な᜻Ιɋの恐ɟに近いが，学校Ⱥሥ഍

的にᚐう活動があり，一᛻すると適応した学校生活を

ᣞȶているɛうに᛻える生徒の中にも，ͅ者からの᜻Ι

をୖ感に察し，「自分ɗͅ人が෥になるভみ」，つɑり，

ͅ者からのքް的な᜻Ιɋの恐ɟを持つ子Ζがސ在して

いることをᇉしている可能性があるǿこうした視点ɂ，

ᤈҼ適応（΍えɃ石津，200¶）という視点からも検討が

ᚐɢɟてきたǿͅ者からのքް的᜻Ιにୖ感Ⱥありつつ

も，Ȱうした᜻Ιにͧう˪ާを恐ɟるのȺあɟɃ，Ȱɟ

ɂ対人恐怖॑性につながるのだと૜察Ȩɟるが，Ȩらに

᜘えɃ，恐怖ɗ˪ާから回避するたɔに，自分がͅ者か

ら෰ɔらɟていると९ɢɟるᚐ動をとることȺ，Ȱの˪

ާをੜȴ๡Ȱうとするとき，一ሗの適応方ႩȺもある「ͅ

者からの要෰にᤈ度にภうこと」ɗᤈҼ適応すら，体験

の回避にֆɓこともȺきるかもしɟないǿ

Ëáóèäáî åô áì®（200¶）ɂ，ɛりऐい体験の回避傾向

を持つ者ɂ，自ུに，自発的な文ᑩにおいて，ʧジʐィ

ブな感情のጽ験，人生満足度，人生の意֞が᎔小し，ʧ

ジʐィブなҋ఼̜もߵなくなると報֖し，体験の回避ɂ

˪ާ障害との因果関ΡとȰの፟持にかかɢる᥾要な要因

Ⱥあることをᇉすʬʑルを支持するとᣖべているǿ自分

のʗɶʐィブな感情ɗ९考にとらɢɟ，Ȱɟらを自ᡵȺ

ᤈ度にɽントロール（ࢠࢲ状態に੒とうとするӓ力のみ

ならȭ，考えないɛうにすることをֆɓ）しɛうともが

いているという॑の状態Ⱥある「体験の回避」が，対人

˪ާ意識ɗʇーシʭルスキルのͲ˩ɗ学校˪適応感をも

たらし，充実した఍意Ᏺな生活をᣞるܶȥになることが

ある可能性が本研究ȺもᇉȨɟているǿ

॑理的᫿౬ᢅ性ʬʑル（ɽア・プロʅス）における「ക

ॡとしてのᤈՍとఝ఼にɛる支ᥓ」にྃらȮɃ，自分に
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自αがなく˪ާな෥持ȴにとらɢɟ，Ȱの˪ާを๡しՍ

ɠうとするたɔのᚐ動ɂ，人からどう९ɢɟるだɠうか

というఝ఼に対する˪ާをいȶȰうऐɔてしɑうと૜察

ȨɟるǿȰɟが，自分の学校Ⱥの॑ࠊ地ɗ目的意識を܅

い（ΙϏの明ᆬȨのඑܩ），自分の᣹ᡅについて考える

ことをઑքする（ൡ能しないᚐ動）というᚐ動にᒴるこ

とも૜察Ⱥきるだɠうǿ実᪨，Ãéáòòïãè¬ Èáùåó¬ Âáéìåù

ఌ・石津・˩田 ᄶᜭ۾）（2012） ¬ 201¶）ɂ，˪ާを回

避するᚐ動について，「自αのིȨからくる˪ާを感ȫ

ないɛうにするたɔに，自分ɛりもऍい人をいȫɔる人

もいɑすǿ目のҰにᣓȶた試験のɛうな，あɑり好ɑし

くないことを考えないɛうにするたɔ，長஽間ʗットを

する人もいɑすǿ人と関ɢることに自αがなく˪ާを感

ȫるたɔに，人をީпに避ける人もいɑすǿ」とᣖべ，

いȫɔ・ʗットΗސ・ひきこもりという，現代のᔌ者に

ᠭこȶているץᭉをમȥているǿɑた，上記のᤈ度にͅ

者の意向ɗఙशにภう適応ᚐ動も΄Ȯて，Ȱɟらが，自

分の中のݲな感情をなくȰうとするɽントロール੉Ⴉか

らくるものȺあるとすɟɃ，ݲな感情をもつ自分とȰɟ

をɽントロールしɛうとする自分にɑȭ෥づき，ᝤかの

支援の中Ⱥ，Ȱうした自分の内的状態をՙ߁しながら（ア

クʅプタンス）自分の᣹みたいΙϏに向かȶていくᚐ動

をᠭこすこと（ɽミットʫント）が᥾要になるǿÁÃÔ

の一つの理ॡȺもあるが，˪ާを感ȫたりすることがץ

ᭉなのȺɂなく，Ȱɟに対ѿすることにすべてのɲʗル

ギーをつȡᣅɓことȺ，Ȱの人が本఼向かいたい方向に

᣹ɓことがȺきなくなȶてしɑうことが，本ᤳの子ども

たȴにとȶてもץᭉなのȺɂないだɠうかǿ

高校生が自分に自αがなく˪ާになることɂ，᫺ࢳఙ

というȰの成長ᤈሌにおいて自ུなことȺあるǿ高村

（2012）ɂ，「᫺ࢳఙɂጀ神的にもᡵ体的にもȊおとなȋ

に向かう۾きな۰化の஽ఙȺあるǿȰの۰化に適応して

いく中Ⱥ，ऐいストレスを感ȫることɗ，˪ާɗຉ̒が

ఙにɂ認知発ࢳなからȭऀきᠭこȨɟるǿ（中Ⴉ）᫺ߵ

ᤎにͧい自らのҜ୽がȺきるɛうになり，ɑたȰɟɂ෰

ɔらɟるɛうになることから᫺ࢳఙになると児቟ఙとɂ

Ⴑなȶた˪ާɗভみが生ȫてくるǿ」とᣖべているǿこ

こからも，˪ާɗストレスを感ȫることɂ，本఼自ུな

ことȺあるものの，Ȱɟらからᣟɟるたɔにᚐう対ѿɗ

ɽントロール（Ƽ体験の回避）に，支援者ϫが一緒に᪎ȶ

てしɑɢないɛうにา意する॒要があると९ɢɟるǿ

ᣡᝢ的Ⱥɂあるが，Èáòòéó ¦ Èáùåó（2009）（ණ藤ᄶ

ᜭ ¬ 2012© ɂ，ᝤもがあるሌ度ɂ体験の回避をᚐȶてい

るという̜実にӏえ，体験の回避と認知的フʯージョン

自体ɂ，本質的にɂমくもგ的なものȺもないとしてい

るǿɑた，यらɂȰの２つをץᭉ視するのɂ，豊かȺ充

実した，఍意Ᏺな生活をᣞるܶȥになȶている場合だけ

Ⱥある，ともしているǿ実᪨，ᇹたȴも，΍えɃ試験ӣ

ऐɗറȁなໄ϶をᚐうことȺ˪ާをᜓ๡しɛうするǿし

かしながら，˪ާɗ恐怖などの「ݲな෥持ȴ」をɽント

ロールしたり，回避しɛうとしたりして，かえȶて˪適

応感をもたらす状態になることがあɟɃ，体験の回避（ɽ

ントロール੉Ⴉ）にץᭉがあると᜘えるǿもし，“感情

ɗ認知を自分のɽントロールのもとにᏚくなら人生ɂҰ

に᣹ɔる”というスタンスをとɟɃ，Ȱɟɂ自分のᚐ動

をᠭこすことのܶȥになり，ਾȁɂ成ӎする自αが感ȫ

らɟるときのみ̜̈́を૘し，ᄊ校中に˪ާを感ȫること

ɗʛʕックがᠭこらないときのみ，学校にᚐけるという

ことになる（Âéçìáî¬ Èáùåó¬ ¦ Ðéóôïòåììï¬ 2008）ǿ

ÁÃÔ Ⱥɂ「ݲな෥持ȴ」ɋの対ѿศとして，Ȱɟを

ՙけоɟることを学ぶǿÃéáòòïãè åô áì®（2012）（۾ఌ

らᄶᜭ ¬ 201¶）ɂ，「ݲな෥持ȴを᣹ɦȺՙけоɟる॑

ഫえを持つǿ෥持ȴをɽントロールしɛうとȮȭにȰ

のɑɑにしておくことȺ，ᣡに自分が۾Ғなことに՘

りጸɔるのȺあɟɃ，Ȱɟをߵし “ありのɑɑ” にし

ておくǿ」とᣖべ，「຅֣֋をして॑を୥える」「ͷがᠭ

こȶているのかをᜊ察する」「ɗりたいこと・۾Ғにし

たいΙϏにᐝを傾ける」「ΙϏにภȶたᚐ動をขɔて，

実ᚐすること」のᴱつの「しなɗかスキル（ՁᕻȺɂ

ÂÏÌÄ スキル）」を૬ಘしているǿ

Èáòòéó（2007¬ ࠨ˩ᜭ，2015）ɂ，感情をɽントロー

ルすべきだという考えɂ，特に学校生活Ⱥऐɔらɟると

ᣖべているǿ「෥にするな」ɗ「しȶかりしɠ」など，

教࢙が生徒にɛくかける᜘ᕹȺあるが，Ȱɟがयらの感

情のɽントロールという॑の中のᩰいをӒ長し（ᄠᐼな

ことにしɃしɃ体験の回避をऐ化している可能性が高

い），かえȶて˪適応感をもたらすこともあると᜘えるǿ

もȴɠɦɽントロール੉Ⴉのすべてが˪適応的Ⱥɂない

が，Ȱɟらがうɑくൡ能していないと᛻቏てらɟるのȺ

あɟɃ，यらの˪ާな෥持ȴを共఍し，共にȰɟをՙけ

ඨɔ，ᜊ察し，ՙけоɟるとともに，Ȱɟだけにとどɑ

らȭ，यらが自分の人生において۾ҒにしたいΙϏɂͷ

かをともに૘しながら，Ȱこにɓけて動いていけること

を援Ӓすることが，学校におけるᄾᝬഈ務としても᥾要

なのȺɂないだɠうかǿ
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